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兵
庫
県
知
事　

井
戸
敏
三
氏

　

香
美
町
村
岡
区
味
取
地
区
に
て
ベ
ン
チ
式

（
高
床
）
苗
床
で
養
成
さ
れ
る
少
花
粉
ス
ギ
の

コ
ン
テ
ナ
苗
木
と
日
下
部
公
孝
氏
（
兵
庫
県
林

業
種
苗
協
同
組
合
理
事
長
）

　

コ
ン
テ
ナ
苗
は
、
価
格
面
で
は
割
高
で
あ
る

が
山
で
の
植
栽
作
業
が
効
率
的
で
、
時
期
を
選

ば
ず
年
間
を
通
し
て
植
栽
可
能
で
あ
り
活
着
率

も
良
い
と
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

　

日
下
部
氏
は
約
十
年
前
か
ら
全
国
に
先
駆
け

て
コ
ン
テ
ナ
苗
木
生
産
を
始
め
、
今
で
は
種
苗

組
合
の
仲
間
と
技
術
を
共
有
し
な
が
ら
、
苗
木

生
産
を
次
世
代
に
託
せ
る
よ
う
、
家
族
経
営
で

も
自
立
で
き
る
生
産
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指

し
て
い
る
。
残
さ
れ
た
時
間
は
多
く
な
い
と
語

り
な
が
ら
も
、
そ
の
笑
顔
は
明
る
く
力
強
い
。

表
紙
の
写
真

少花粉スギのコンテナ苗木（2年生）少花粉スギのコンテナ苗木（2年生）

エ
ス
デ
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意見交換会会場の様子

石堂会長

八木理事長

金澤事務総長（兵庫県副知事）

ン
ス
よ
く
取
り
組
み
な
が
ら
リ
ス
ク
分

散
を
図
り
た
い
。

○
兵
庫
県
林
業
種
苗
協
同
組
合

　
日
下
部
理
事
長
　

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
森
林
所
有
者
が
主

伐
・
再
造
林
を
見
合
わ
せ
る
動
き
に
あ

り
、
短
期
的
で
は
あ
る
が
苗
木
需
要
の

減
少
が
懸
念
さ
れ
る
。
私
た
ち
生
産
者

に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
遠
い

未
来
へ
つ
な
ぐ
兵
庫
の
森
林
・
林
業
を
、

苗
木
生
産
の
面
か
ら
支
え
て
い
く
強
い

思
い
が
あ
る
。

○
兵
庫
県
木
材
業
協
同
組
合
連
合
会

　
谷
口
会
長

　
民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
お
い
て
、
今

年
度
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
が
前
年
比

八
〇
％
と
な
る
予
測
が
あ
る
。
新
築
住

宅
の
「
建
て
渋
り
」
に
よ
り
、
建
材
の

売
り
上
げ
が
減
少
す
る
の
で
は
と
懸
念

し
て
い
る
。
連
合
会
と
し
て
も
、
県
産

木
材
の
需
要
拡
大
を
図
る
た
め
、
一
〇

月
一
〇
日
に
、
元
町
商
店
街
で
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

○
神
戸
木
材
業
協
同
組
合

　
野
村
理
事
長

　
県
産
木
材
の
需
要
拡
大
を
図
る
た
め
、

組
合
と
、
都
市
の
木
造
・
木
質
化
を
進

め
て
い
る
県
の
担
当
部
署
の
方
々
と
の

定
期
的
な
意
見
交
換
の
場
を
持
ち
た
い
。

○（
協
）兵
庫
木
材
セ
ン
タ
ー

　
八
木
理
事
長

　
住
宅
向
け
の
構
造
材
や
合
板
向
け
原

木
需
要
が
振
る
わ
な
い
一
方
で
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
向
け
燃
料
用
チ
ッ
プ

の
需
要
は
拡
大
し
て
い
る
。
素
材
生
産

業
者
は
チ
ッ
プ
向
け
の
低
質
材
を
生
産

す
る
こ
と
で
こ
の
状
況
を
乗
り
切
ろ
う

と
し
て
い
る
。
当
セ
ン
タ
ー
は
新
商
品

の
生
産
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
も
売
れ
る
も
の
を
作
れ

ば
売
れ
て
い
く
。

○
県
産
木
材
供
給
促
進
協
議
会

　
建
築
部
会
　
三
渡
部
会
長

　
住
宅
展
示
場
の
来
場
者
が
大
幅
に
減

少
し
、
リ
フ
ォ
ー
ム
需
要
も
落
ち
込
ん

で
い
る
。
住
宅
分
野
で
は
ま
だ
ま
だ
外

材
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
県
産
木
材

の
需
要
拡
大
を
図
る
た
め
に
は
、
県
民

へ
の
普
及
啓
発
が
大
切
で
、
そ
こ
に
行

政
の
力
を
貸
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
兵
庫
県
治
山
林
道
協
会

　
太
田
常
務
理
事

　
今
後
は
、
水
害
の
激
甚
化
に
伴
う
流

木
災
害
に
対
す
る
備
え
や
、
森
林
そ
の

も
の
の
防
災
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
く

た
め
、「
ひ
ょ
う
ご
式
治
山
ダ
ム
」
の

一
層
の
推
進
や
、「
災
害
に
強
い
森
づ

く
り
」
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
。

○
兵
庫
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染  

　
症
対
策
本
部

　
金
澤
事
務
総
長
（
兵
庫
県
副
知
事
）

　
県
産
木
材
の
需
要
喚
起
を
図
る
た
め
、

九
月
補
正
で
、
県
産
木
造
住
宅
を
建
て

る
施
主
に
対
し
三
〇
万
円
を
助
成
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
を
創
設
し
た
。
多

く
の
方
に
事
業
を
活
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
業
界
も
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
お
願

い
し
た
い
。

　
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
労
働
者
等

に
対
し
て
、
次
の
雇
用
ま
で
の
つ
な
ぎ

の
雇
用
を
創
出
す
る
「
緊
急
対
応
型
雇

用
創
出
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
失
業
者
数
の
動
向

や
雇
用
不
安
に
つ
い
て
は
今
後
も
し
っ

か
り
と
注
視
し
て
い
く
。

　
森
林
が
有
す
る
防
災
機
能
を
高
め
な

け
れ
ば
い
け
な
い
箇
所
は
た
く
さ
ん
あ

る
。
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
は
、
そ
の

必
要
性
に
つ
い
て
県
民
の
理
解
を
得
て
、

来
年
度
以
降
も
継
続
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

り
」
を
引
き
続
き
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

○
し
そ
う
森
林
組
合

　
春
名
組
合
長

　
原
木
価
格
の
下
落
、
合
板
工
場
の
生

産
調
整
な
ど
に
よ
り
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
以
来
の
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、

経
営
上
、
現
場
を
止
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
県
産
木
材
の
早
急
な
利
用
拡
大

の
推
進
と
安
定
的
な
事
業
確
保
が
課
題

で
あ
る
。

○
丹
波
市
森
林
組
合

　
中
尾
組
合
長

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
停
滞
の
中
、

ど
の
素
材
生
産
事
業
体
も
伐
採
を
控
え

て
い
る
よ
う
だ
。
木
材
の
消
費
が
止
ま

る
と
林
業
は
成
り
立
た
な
い
。
木
材
流

通
の
拡
大
と
消
費
の
促
進
、
材
価
の
向

上
に
向
け
た
対
策
が
必
要
だ
。

○
北
但
東
部
森
林
組
合

　
戸
田
組
合
長

　
森
林
組
合
の
事
業
の
う
ち
、
コ
ロ
ナ

禍
で
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
の
が

「
搬
出
間
伐
事
業
」
だ
。
組
合
経
営
継

続
の
た
め
、
複
数
分
野
の
事
業
に
バ
ラ

夫
兵
庫
県
副
知
事
が
直
接
に
ご
意
見
等

を
お
伺
い
す
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
現
場
の

皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
会
」
を
、
八
月

中
旬
か
ら
開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
林
業
分
野
に
お
い
て
も
、
去
る
九
月

二
十
四
日
、
神
戸
木
材
会
館
で
、
意
見

交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
で
は
、
県
下
で
林
業
・

木
材
産
業
に
携
わ
る
十
名
の
方
々
か
ら
、

県
産
木
材
の
早
急
な
利
用
拡
大
策
が
必

要
で
あ
る
こ
と
や
、
主
伐
の
推
進
と
そ

れ
に
伴
う
苗
木
需
要
の
確
保
、
森
林
の

防
災
機
能
の
向
上
が
重
要
、
な
ど
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
県
で
は
こ

れ
ら
意
見
を
踏
ま
え
、
今
後
の
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
　
　

●
意
見
交
換
会
で
の
主
な
ご
意
見

○
兵
庫
県
林
業
会
議 

石
堂
会
長

　
昭
和
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に
か

け
て
国
策
で
植
林
し
た
木
が
大
き
く
育

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
木
を
ど
う
使
う

か
が
大
切
だ
。
県
庁
の
建
て
替
え
に
あ

た
っ
て
は
、
県
が
先
頭
に
た
っ
て
木

造
・
木
質
化
を
進
め
て
い
く
姿
勢
を
示

す
こ
と
が
重
要
。
森
林
の
防
災
機
能
を

高
め
る
た
め
に
「
災
害
に
強
い
森
づ
く

　
本
年
四
月
、
国
内
に
お
い
て
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
広
が
り
を
見

せ
る
中
、
兵
庫
県
を
含
む
七
都
府
県
に

対
し
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
五
月
下
旬
に
宣
言
は

解
除
さ
れ
た
も
の
の
、
未
だ
感
染
の
終

息
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
人

の
移
動
や
人
と
人
と
の
接
触
が
制
限
さ

れ
、
経
済
活
動
に
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
影
響
を
受

け
ら
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
兵
庫
県
に
お
き
ま
し
て
も
、
県
内
で

の
患
者
の
発
生
を
受
け
、
三
月
一
日
に

兵
庫
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
本
部
（
本
部
長
：
兵
庫
県
知
事 

井
戸
敏
三
）
を
設
置
し
、
全
庁
を
あ
げ

て
対
応
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
対
策
本
部
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
の
現
状
・
課
題
等
を

共
有
し
、
今
後
の
県
の
対
策
に
生
か
す

べ
く
、
医
療
や
観
光
、
教
育
な
ど
十
五

の
分
野
に
お
い
て
第
一
線
で
ご
活
動
を

さ
れ
て
い
る
現
場
の
皆
様
か
ら
、
対
策

本
部
事
務
総
長
兼
副
本
部
長
の
金
澤
和

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
兵
庫
県
下
の
林
業
最
前
線

　
　
〜
　金
澤
副
知
事
と
林
業
関
係
団
体
代
表
者
と
の
意
見
交
換
会
　〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
庫
県
農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
　
林
務
課
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「
小
学
生
を
対
象
と
し
た
森
林
環
境
教
育
の
取
組
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
播
磨
県
民
局　

光
都
農
林
振
興
事
務
所

普
及
だ
よ
り

焼杉のプレート作り（相生市）

森林環境学習の授業（宍粟市）

行
い
ま
し
た
。

　

木
工
体
験
で
ス
ギ
板
を
利
用
す
る
こ

と
か
ら
、
特
に
ス
ギ
の
木
（
板
）
を
取

り
上
げ
て
、
大
昔
か
ら
の
日
本
人
と
木

と
の
関
わ
り
や
、
木
材
の
良
さ
に
つ
い

て
、
生
徒
た
ち
に
一
緒
に
考
え
て
も
ら

い
な
が
ら
話
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日

本
が
世
界
中
で
も
特
に
森
林
に
恵
ま
れ

た
国
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
話
を
し

ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
考
え
た
こ

と
の
な
い
木
材
の
特
性
や
、
紙
も
木
か

ら
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
日
本
の
木
材

消
費
の
約
４
割
が
紙
の
原
料
で
あ
る
こ

と
に
特
に
関
心
を
持
っ
た
よ
う
で
し
た
。

３　

お
わ
り
に

　

兵
庫
県
で
は
平
成
６
年
に
「
県
民
総

参
加
の
森
林
（
も
り
）
づ
く
り
」
が
提

唱
さ
れ
て
か
ら
、
普
及
事
業
に
お
い
て

も
森
林
環
境
教
育
に
力
を
入
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
近
年
で
は
、
成
長
産

業
化
の
促
進
の
一
環
か
ら
原
木
供
給
や

搬
出
間
伐
の
推
進
の
た
め
、
林
業
事
業

体
等
へ
の
指
導
が
主
流
と
な
り
、
子
供

た
ち
へ
の
森
林
に
関
わ
る
普
及
活
動
が

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
林
業
普
及
指

導
員
に
と
っ
て
も
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
は
重
要
と
考
え
、
今
後
も
、
で
き
る

だ
け
機
会
を
捉
え
て
、
森
林
環
境
教
育

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。　

つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市

林
業
振
興
課
か
ら
、
宍
粟
市
に
あ
る
ス

ギ
、
カ
エ
デ
な
ど
本
物
の
葉
に
触
れ
て

観
察
し
た
り
、
市
内
の
森
林
の
状
況
や

林
業
の
仕
事
、
ま
た
、
そ
の
大
切
さ
に

つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
た
ち
か
ら
は
「
市
内

で
一
番
多
い
樹
種
は
？
」
な
ど
森
林
に

つ
い
て
の
様
々
な
質
問
が
あ
り
、
宍
粟

市
の
森
林
と
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
と
の

か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
関
心
を
持
っ
て

話
を
聞
い
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

（2）　
相
生
市　

　

○
市
立
青
葉
台
小
学
校

　

・
令
和
２
年
９
月
４
日

　

・
５
年
生
41
名
、
引
率
５
名

　

こ
の
日
の
午
後
の
部
と
し
て
、
二
班

に
分
け
て
、
相
生
市
林
業
研
究
グ
ル
ー

プ
会
員
の
指
導
に
よ
る
焼
杉
の
プ
レ
ー

ト
作
り
と
林
業
普
及
指
導
員
に
よ
る

「
木
と
森
」
に
つ
い
て
の
話
を
交
互
に

校
を
市
内
の
「
羅
漢
の
里
公
園
」
で
の

日
帰
り
に
よ
る
内
容
に
切
り
替
え
、
こ

こ
で
、
相
生
市
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
と

協
力
し
て
、
木
や
森
を
テ
ー
マ
に
し
た

木
工
体
験
・
環
境
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

（1）　
宍
粟
市　

　

○
市
立
神
野
小
学
校

・
令
和
２
年
７
月
13
日

・
４
年
生
21
名
、
引
率
３
名

○
市
立
は
り
ま
一
宮
小
学
校

・
令
和
２
年
７
月
29
日

・
４
年
生
32
名
、
引
率
２
名

　

小
学
校
で
は
地
元
市
内
の
環
境
や
自

然
（
森
林
や
植
物
）
の
学
習
を
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
森
林
が
持
つ
公
益
的
機

能
の
説
明
を
中
心
に
、
森
林
の
働
き
に

１　

は
じ
め
に

　

光
都
農
林
振
興
事
務
所
で
は
、
森
林

の
働
き
等
に
つ
い
て
の
普
及
活
動
の
一

環
と
し
て
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
校

外
学
習
に
よ
る
森
林
環
境
教
育
の
授
業

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
影
響
を
受
け
、

従
来
行
な
っ
て
い
た
社
会
見
学
や
宿
泊

を
伴
う
自
然
学
校
を
自
粛
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
中
で
協
力
依

頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
こ
れ
ら
で
実
施
し
た
活
動
の

概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

２　

森
林
環
境
教
育
の
取
組
と
内
容　

　
林
業
の
盛
ん
な
宍
粟
市
の
林
業
振
興

課
で
は
、
森
林
環
境
教
育
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
市
内
の
小
学
校
か
ら
の
要
請

が
あ
れ
ば
、
光
都
農
林
振
興
事
務
所
と

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
市
内
の
二
つ
の
小
学
校
か

ら
、
社
会
見
学
の
一
部
代
替
案
と
し
て

校
外
学
習
の
要
請
が
市
に
あ
り
、
林
業

普
及
指
導
員
が
校
外
学
習
の
中
で
、
森

林
環
境
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
相
生
市
に
お
い
て
も
自
然
学

ブナの植樹（準備風景）

兵
庫
県
豊
か
な
森
づ
く
り
課
森
づ
く
り
普
及
班

　

兵
庫
県
で
は
、
平
成
17
年
10
月
に
第

29
回
全
国
育
樹
祭
が
県
立
有
馬
富
士
公

園
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
毎

年
10
月
の
最
終
日
曜
日
を
「
ひ
ょ
う
ご

森
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

 

今
年
の
「
ひ
ょ
う
ご
森
の
日
」
は
10

月
25
日
（
日
）
に
あ
た
り
、
10
月
か
ら

11
月
に
か
け
て
、「
親
子
で
楽
し
む
」イ

ベ
ン
ト
（
木
の
ス
プ
ー
ン
づ
く
り
、
ハ

ン
モ
ッ
ク
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
石
窯
で
昼

食
づ
く
り
、
植
樹
な
ど
）、「
森
を
守

る
」イ
ベ
ン
ト
（
除
間
伐
や
竹
林
整
備
、

植
樹
な
ど
）
を
、
県
内
各
地
の
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
が
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
62
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、
是
非
こ
の
機
会
に
、
ご
家

族
・
ご
友
人
で
自
然
豊
か
な
里
山
へ
出

か
け
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
く
だ

さ
い
。

※
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
、
天
候

　

や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状

　

況
に
よ
り
変
更
・
中
止
と
な

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ひ
ょ
う
ご
森
の
ま
つ
り
２
０
２
０

開
催
延
期
の
お
知
ら
せ

　

11
月
14
日
（
土
）
に
県
立
丹
波

並
木
道
中
央
公
園（
丹
波
篠
山
市
）

で
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

「
ひ
ょ
う
ご
森
の
ま
つ
り
」
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況

を
踏
ま
え
、
一
年
延
期
し
ま
す
。

木のスプーンづくり

兵庫県　森の日 検索

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
播
磨
生
活
応
援
団
理
事
長
　
内
　
橋
　
欣
　
司

森
の
体
験
活
動
・
子
ど
も
の
冒
険
ひ
ろ

ば
等
を
開
催
す
る
事
に
よ
り
、
家
族
連

れ
の
参
加
が
多
く
見
ら
れ
る
様
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
新
し
い
取
組
と
し
て
「
里

山
の
利
活
用
事
業
」
ド
ロ
ー
ン
親
子
体

験
教
室
を
始
め
よ
う
と
、
４
月
の
森
の

体
験
活
動
中
に
ド
ロ
ー
ン
の
デ
モ
教
室

を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
子
ど
も
達
や
家

族
連
れ
に
多
く
の
反
響
が
有
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
里
山
を
ド
ロ
ー
ン
親
子
体
験

教
室
の
開
催
が
出
来
る
よ
う
に
整
備
を

行
い
、
多
く
の
家
族
連
れ
が
里
山
に
足

を
運
ん
で
く
れ
る
事
を
期
待
し
ま
す
。

　
里
山
を
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ

　　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
播
磨
生
活
応
援
団
の

前
身
で
あ
る
北
は
り
ま
地
域
づ
く
り
応

援
団
は
、
２
０
０
４
年
か
ら
加
東
市
内

の
里
山
林
を
整
備
し
、
子
ど
も
達
の
あ

そ
び
場
「
北
は
り
ま
冒
険
あ
そ
び
場
」

を
作
り
ま
し
た
。

　

翌
年
よ
り
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、

森
の
体
験
活
動
・
自
然
体
験
環
境
キ
ャ

ン
プ
等
の
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

あ
そ
び
場
に
来
る
子
ど
も
達
を
安
全

に
遊
ば
せ
た
い
と
の
思
い
で
、
散
歩
道

の
整
備
や
草
刈
作
業
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

森
の
活
動
が
多
く
な
っ
た
の
を
き
っ

か
け
に
、
森
の
名
称
を
「
ど
ん
ぐ
り
っ

子
の
森
」
に
変
更
し
、
森
の
体
験
活

動
・
森
の
観
察
会
・
ど
ん
ぐ
り
っ
子
キ

ャ
ン
プ
等
の
活
動
を
す
る
と
共
に
、
安

全
管
理
上
、
集
会
場
・
宿
泊
場
の
整
備

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
り
、
従
来
の
活
動
が
出
来
な
く
な

り
ま
し
た
。
３
密
を
さ
け
る
為
、
ど
ん

ぐ
り
っ
子
１
泊
キ
ャ
ン
プ
を
取
り
や
め
、

家
族
連
れ
を
対
象
と
し
た
、
１
日
体
験

キ
ャ
ン
プ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に
、
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②
森
林
整
備
事
業
を
推
進

　　
「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
」
で
は
、

森
林
の
防
災
機
能
を
高
め
る
た
め
、
里

山
防
災
林
整
備
、
野
生
動
物
共
生
林
整

備
、
緊
急
防
災
林
整
備
（
渓
流
対
策
）

に
よ
り
森
林
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
新
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
た
め
、
人
工
林
や
里
山
林

の
整
備
等
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
③
兵
庫
県
立
三
木
山
森
林
公
園
を

　
　
管
理
運
営

　

森
林
公
園
と
そ
の
施
設
を
管
理
運
営

し
て
い
る
ほ
か
、
生
物
多
様
性
を
育
む

里
山
林
の
管
理
や
森
林
環
境
学
習
の
推

進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（2）
元
気
な
農
山
村
づ
く
り

　
①
農
地
の
集
積
・
集
約
化

　

農
地
所
有
者
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
、

ま
と
ま
り
の
あ
る
形
で
担
い
手
に
貸
し

付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
農
地
の
有
効
活

用
、
農
業
経
営
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

　
②
農
業
の
担
い
手
を
確
保
・
育
成

　

農
業
後
継
者
の
確
保
・
育
成
の
た
め
、

就
農
の
促
進
や
地
域
活
動
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
③
兵
庫
楽
農
生
活
セ
ン
タ
ー
を
管
理

　
　
運
営

　　
「
楽
農
生
活
」
を
推
進
す
る
た
め
に
、

農
の
体
験
・
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
都
市
と
農
村
の
交
流
や

市
民
農
園
の
整
備
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

３　

お
わ
り
に

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、

当
公
社
の
森
林
認
証
材
を
使
用
し
た
バ

ッ
ジ
を
作
成
し
、
外
部
へ
の
Ｐ
Ｒ
の
ほ

か
、
内
部
で
の
意
識
付
け
に
も
活
用
し

て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
一
七
の
目
標
と
、
そ
れ

を
構
成
す
る
一
六
九
の
項
目
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
公
社
の
農
林
業
へ
の
取
組

と
共
通
す
る
目
標
が
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

２　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
貢
献
す
る

　
　

主
な
公
社
事
業

（1）
豊
か
な
森
づ
く
り

　
①
持
続
可
能
な
森
林
経
営
を
実
施

　　

分
収
林
契
約
地
に
お
い
て
、
主
間
伐

の
推
進
な
ど
経
済
性
・
公
益
性
に
応
じ

た
適
切
な
施
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

主
間
伐
材
は
、
建
築
用
材
だ
け
で
な

く
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
燃
料
用
材

と
し
て
も
出
材
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
供
給
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
公
社
の
分
収
林
は
「
環
境

に
配
慮
し
た
森
林
施
業
と
持
続
可
能
な

森
林
経
営
」
を
目
指
し
、
森
林
認
証

（
国
際
基
準
）
を
平
成
一
七
年
に
取
得

し
て
い
ま
す
。

１　

は
じ
め
に

　

当
公
社
は
、
農
林
業
の
振
興
と
農
山

村
地
域
の
発
展
を
図
る
事
業
の
推
進
を

通
じ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
組
を
令
和

二
年
九
月
一
六
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、
二
〇
一
五
年
に
国

連
で
採
択
さ
れ
た
、
二
〇
三
〇
年
ま
で

に
持
続
可
能
で
よ
り
良
い
世
界
を
目
指

す
取
組
で
、
社
会
が
抱
え
る
様
々
な
課

題
の
解
決
に
向
け
た
国
際
目
標
で
す
。

持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
）へ
の
取
組
を
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
益
社
団
法
人
　
兵
庫
み
ど
り
公
社

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

SDGsロゴと17の目標のアイコン

【
内
容
】

◎
基
調
講
演

「
こ
れ
か
ら
の
林
業
・
木
材
産
業
の
展

　
　
開
と
ス
マ
ー
ト
林
業
構
築
の
意
義
」

　
　

講
師　

鹿
児
島
大
学
農
学
部

　
　
　
　
　

教
授　

寺
岡　

行
雄　

氏

〇
「
過
去
10
年
間
の
普
及
活
動
を
映
像

で
ふ
り
か
え
る　

変
わ
り
つ
つ
あ
る
森

林
・
林
業
の
世
界
」
（
林
業
普
及
指
導
員
）

〇
活
動
発
表
（
林
業
普
及
指
導
員
）

・
主
伐
・
再
造
林
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

チ
ー
ム
の
取
組
報
告

・
普
及
指
導
区
か
ら
の
普
及
活
動
報
告

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

県
林
務
課
林
政
調
整
班
主
幹
岩
村

　
　
（
℡
０
７
８-

３
６
２-

３
４
６
４
）

　

昭
和
25
年
に
林
業
普
及
指
導
事
業
が

始
ま
っ
て
か
ら
、
今
年
で
70
年
を
迎
え

ま
す
。

　

林
業
普
及
に
関
す
る
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
効
果
的
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
林

業
普
及
指
導
員
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
資
質
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

一
致
協
力
し
て
期
待
さ
れ
る
使
命
の
達

成
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

林
業
の
活
性
化
や
森
林
の
多
面
的
機

能
の
発
揮
の
た
め
の
適
切
な
森
林
整
備

や
県
産
木
材
利
用
の
指
導
・
助
言
な
ど
、

地
域
や
県
民
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、

指
導
員
の
資
質
の
向
上
に
向
け
て
、
兵

庫
県
林
業
普
及
指
導
事
業
70
周
年
記
念

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
令
和
２
年
12
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　

13
時
10
分
〜
16
時
50
分

【
場
所
】
県
民
会
館

　
　
　
　
　

９
階
け
ん
み
ん
ホ
ー
ル

　
（
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
４
丁
目
）

た
子
供
達
は
、
大
き
な
伐
採
機
械
や
、

自
ら
の
手
で
組
み
立
て
る
大
き
な
ジ
ャ

ン
グ
ル
ジ
ム
に
目
を
輝
か
せ
、
大
人
の

方
か
ら
は
「
多
可
ヒ
ノ
キ
の
良
さ
を
知

っ
た
」「
森
か
ら
木
材
に
な
る
流
れ
が

分
か
っ
た
」
な
ど
好
評
を
得
ま
し
た
。

　

取
組
の
結
果
、
多
可
ヒ
ノ
キ
を
利
用

し
た
い
と
い
う
設
計
士
さ
ん
が
現
れ
、

住
宅
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
は
、

建
設
途
中
及
び
居
住
後
に
、
住
宅
を
訪

問
し
、
自
分
た
ち
の
山
の
木
が
柱
や

梁
、
床
材
に
な
っ
て
い
る
姿
を
み
た
り

施
主
さ
ん
か
ら
住
み
心
地
を
お
聞
き

し
、
一
同
と
て
も
感
激
さ
れ
、
林
業
へ

の
思
い
を
さ
ら
に
強
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

環
境
や
使
い
手
に
も
思
い
を
馳
な
が

ら
せ
な
が
ら
、
先
人
か
ら
引
継
い
だ
ヒ

ノ
キ
林
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る
姿
に
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
　
　
　

森
林
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

林
業
専
門
技
術
員　

倉
橋

　

今
月
号
か
ら
、
県
内
の
森
林
・
林
業

界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。
今
回
は
、
多
可
町
加
美

区
で
活
動
さ
れ
て
い
る
「
加
美
林
業
研

究
ク
ラ
ブ
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

加
美
区
は
2
0
0
年
以
上
前
か
ら
林

業
が
営
ま
れ
て
い
る
歴
史
あ
る
地
域

で
、
丁
寧
な
保
育
に
よ
り
、
年
輪
幅
が

狭
く
均
整
が
と
れ
、
強
度
に
優
れ
、
木

肌
が
美
し
く
香
り
高
い
優
良
な
ヒ
ノ
キ

の
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
加
美
林
業
研
究
ク
ラ
ブ
」は
、
林
業

に
志
を
持
っ
た
森
林
所
有
者
が
林
業
技

術
向
上
を
目
的
に
、
昭
和
56
年
に
結
成

さ
れ
、
会
員
の
皆
さ
ん
は
永
年
に
わ
た

り
ヒ
ノ
キ
の
良
質
材
生
産
に
取
り
組
ん

で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
近
年
新
し
く
工
務

店
さ
ん
や
設
計
士
さ
ん
等
が
加
わ
り
、

会
員
が
育
て
た
「
多
可
ヒ
ノ
キ
」
の
ブ

ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

５
年
前
に
神
戸
市
の
商
店
街
で
多
可

ヒ
ノ
キ
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た

こ
と
を
皮
切
り
に
、
翌
年
に
は
「
多
可

町
産
ヒ
ノ
キ
の
伐
採
体
験
キ
ャ
ン
プ
」

を
一
泊
二
日
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

キ
ャ
ン
プ
で
は
、
伐
採
・
搬
出
見
学
体

験
、
木
材
の
低
温
乾
燥
現
場
見
学
、
木

工
教
室
、
伝
統
工
法
に
よ
る
木
組
の
展

示
、
木
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
組
立
体
験

と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、
参
加
し

兵
庫
県
林
業
普
及
指
導
事
業

70
周
年
記
念
大
会
の
開
催
（
告
知
）

　
　
　
　
兵
庫
県
林
務
課

　
　
　
　
森
林
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー

そ
ま
び
と
訪
問 

①

　
　
　
加
美
林
業
研
究
ク
ラ
ブ

代表の安田氏（前列右端）にお話を伺いました
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階層
低木層
草本層

高さ

計

3.2m
0.8m

総被度
40%
65%

種　　名 被度 シカの嗜好性タイプ※
アカマツ
コバノイシカグマ
コガクウツギ
タケニグサ
イワヒメワラビ
アセビ
クマイチゴ
（以下、略）

20%
40%
8%
5%
2%
1%
1%

86.19％

準不嗜好性種

特定不嗜好性種
準不嗜好性種
不嗜好性種
特定不嗜好性種
不嗜好性種

写真3　アカマツの天然更新
不嗜好性のコバノイシカグマと群落を分ける
アカマツ

写真2　７～８年生の実生アカマツ林

写真5　平成28年植栽当時
半分に獣害防止ネットを施行、半分は無対策

写真4　平成28年植栽当時
アカマツ（ひょうご元気松）を3,000本/ha植
栽した

写真1　アカマツの天然更新
アカマツ母樹があれば、裸地にはアカマツ林
が成立する

（2）
多
可
郡
多
可
町
加
美
区
鳥
羽

　

平
成
28
年
3
月
に
部
分
皆
伐
地
（
0.5

ha
）
に
ア
カ
マ
ツ
苗
を
ha
当
た
り
3
，

0
0
0
本
植
栽
し
ま
し
た
（
写
真
4
）。

そ
の
う
ち
、
半
分
に
は
獣
害
防
止
ネ
ッ

ト
（
以
下
、「
ネ
ッ
ト
」）
を
施
工
し
、

残
り
半
分
は
何
も
施
行
せ
ず
暴
露
状
態

と
し
ま
し
た
（
写
真
5
）。
そ
の
後
、

下
刈
り
等
の
管
理
は
何
も
行
な
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
。　
　

　

本
稿
で
は
、
再
造
林
に
お
い
て
、
特

に
今
後
林
業
経
営
の
見
込
め
な
い
非
経

済
林
に
お
け
る
ア
カ
マ
ツ
植
栽
に
つ
い

て
そ
の
有
効
性
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

１　

シ
カ
食
害
に
耐
性
が
あ
る

　

ア
カ
マ
ツ
の
植
栽
苗
や
実
生
苗
が
シ

カ
の
食
害
に
耐
性
が
あ
り
、
シ
カ
の
個

体
密
度
が
高
い
地
域
で
も
、
数
年
で
更

新
し
森
林
を
形
成
す
る
こ
と
は
、
当
誌

の
前
号
（
№
293
）
や
「
や
ま
な
み
第
48

号
」
で
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
様
の

事
例
は
県
内
多
く
で
見
ら
れ
ま
す
。
２

例
紹
介
し
ま
す
。

（1）
豊
岡
市
但
東
町
坂
津

　

林
道
郷
路
線
周
辺
で
は
、
多
く
の
ア

カ
マ
ツ
の
母
樹
が
成
立
し
て
い
た
影
響

で
、
ア
カ
マ
ツ
が
天
然
更
新
し
て
い
る

状
況
が
確
認
で
き
ま
す
（
写
真
1
，2
，

3
）。
写
真
3
の
箇
所
で
は
、
ア
カ
マ

ツ
と
不
嗜
好
性
の
シ
ダ
類
が
そ
れ
ぞ
れ

群
落
を
形
成
し
、
そ
の
他
に
は
ア
セ
ビ

が
単
木
で
生
育
し
て
い
る
だ
け
で
す
。

ア
カ
マ
ツ
が
不
嗜
好
性
シ
ダ
類
や
ア
セ

ビ
と
同
程
度
の
耐
性
を
有
し
て
い
る
状

況
が
確
認
で
き
ま
す
。

は
じ
め
に

　

現
在
、
主
伐
再
造
林
が
重
要
な
テ
ー

マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
再
造
林
の
樹
種

に
つ
い
て
、
経
営
に
適
し
た
森
林
で
は

獣
害
防
止
対
策
や
コ
ス
ト
縮
減
を
図
り

な
が
ら
、
少
花
粉
ス
ギ
や
早
生
樹
な
ど

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
環

境
林
と
し
て
位
置
づ
け
広
葉
樹
林
化
や

天
然
林
化
を
目
指
す
非
経
済
林
で
は
、

獣
害
防
止
対
策
な
ど
多
額
の
投
資
は
で

き
な
い
た
め
、
樹
種
の
選
定
や
更
新
方

法
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
ツ
は
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
と
と
も
に
、

過
去
に
は
広
く
人
工
植
栽
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
昭
和
29
年
度
に
は
、
全
県
で

1
1
，7
0
0
町
の
人
工
植
栽
に
対
し
、

ア
カ
マ
ツ
、
ク
ロ
マ
ツ
合
わ
せ
て
9
0

0
町
を
植
栽
し
て
お
り
、
全
植
栽
面
積

の
８
%
に
あ
た
り
ま
す
。
現
在
の
森
林

簿
で
は
県
内
の
ア
カ
マ
ツ
・
ク
ロ
マ
ツ

人
工
林
は
15
千
ha
、
人
工
林
全
体
の
約

７
%
を
占
め
て
い
ま
す
。
現
在
、
多
く

の
ア
カ
マ
ツ
・
ク
ロ
マ
ツ
は
、
残
念
な

が
ら
松
枯
れ
被
害
に
よ
り
、
コ
ナ
ラ
等

を
主
体
と
し
た
広
葉
樹
林
へ
変
遷
し
て

い
ま
す
が
、
従
来
か
ら
県
内
で
は
一
定

割
合
で
マ
ツ
を
植
栽
し
て
き
ま
し
た
。

写真8　皮剥ぎ被害
皮剥ぎ被害でも生長している

写真9　ネット施行の個体
下枝がネット内で窮屈に屈曲し、今後、
幹の肥大成長に影響が出る恐れがある

写真7　食害の様子
食害を免れた側枝が生長し、樹冠を
形成する

図１　ネット有無別の樹高

表１　植生調査結果（抜粋）

写真6　植栽４年後（令和２年）
防護ネットの有無にかかわらず良好に成林し
ている

し
、
コ
バ
ノ
イ
シ
カ
グ
マ
や
コ
ガ
ク
ウ

ツ
ギ
、
タ
ケ
ニ
グ
サ
な
ど
の
不
嗜
好
性

植
物
が
下
層
植
生
全
体
の
94
％
を
占
め

て
い
ま
し
た
（
表
2
）。
こ
れ
ら
か
ら
、

当
地
区
の
シ
カ
密
度
が
高
く
、
下
層
植

生
の
食
害
が
激
し
い
こ
と
が
推
察
さ
れ
、

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
植
栽
し
た
ア
カ
マ

ツ
が
ネ
ッ
ト
無
し
で
も
生
長
し
て
い
く

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

は
最
大
315
㎝
、
最
小
39
㎝
、
平
均
170-

180
㎝
（
図
1
）。
ネ
ッ
ト
の
有
無
に
よ

り
樹
高
に
差
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
ネ
ッ
ト
施
工
の
苗
は
ネ
ッ
ト
内
で

下
枝
が
窮
屈
に
歪
曲
し
、
明
ら
か
に
下

枝
の
生
長
を
阻
害
し
て
い
ま
し
た
（
写

真
9
）。

　

植
生
調
査
の
結
果
（
表
1
）、
低
木

層
は
ア
カ
マ
ツ
の
み
で
被
度
20
％
。
他

に
低
木
層
ま
で
生
長
し
て
い
る
も
の
は

見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
下
層
植
生

（
草
本
層
）は
被
度
65
％
で
、
33
種
出
現

　

4
年
後
の
令
和
2
年
8
月
に
確
認
す

る
と
、
シ
カ
の
食
痕
が
あ
る
も
の
の
ネ

ッ
ト
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
良
好
に
生

長
し
て
い
ま
し
た
（
写
真
6
，7
，8
）。

100
㎡
の
標
準
地
を
設
定
し
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
27
本
（
ネ
ッ
ト
有
12
本
、
無
15

本
）
が
成
立
し
て
お
り
、
枯
死
し
た
個

体
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
樹
高

再
造
林
と
し
て
の
ア
カ
マ
ツ
植
栽
の
有
効
性

　
兵
庫
県
森
林
組
合
連
合
会 

森
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　
山
田
裕
司

表２　嗜好性タイプ別の積算被度合計

0㎝

50㎝

100㎝

150㎝

200㎝

250㎝ 253.5

171.5

80.5

39

315300㎝

350㎝

220

180

125

41

ネット有（n=12） ネット無（n=15）

310

シカの嗜好性タイプ※

嗜 好 性 種
不嗜好性種

区分未定種
合　計

積算被度（%）
全積算被度に 　
占める割合（%）

特定不嗜好性種
不嗜好性種
準不嗜好性種
情報不足種

0.40
42.30
7.30
31.00
0.00
5.19
86.19

0.5
49.1
8.5
36.0
0.0
6.0

100.0

80.60 93.5

※「兵庫県におけるニホンジカの嗜好性植物・不嗜好性植物リスト」（藤木大介、2017）に基づく。
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コナラ林

アカマツ林

写真11　湿原に生育しているアカマツ
（宝塚市西谷）

湿潤かつ貧栄養な環境でもアカマツは生育する

写真10　斜面下部のアカマツ林
（多可町中区牧野）

当地区は２年前まで松くい虫特別防除が行われ
ていた

て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
苗
木
生
産

技
術
や
供
給
体
制
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、

現
在
で
も
数
万
本
の
苗
木
供
給
は
可
能

で
す
。
ま
た
、
林
地
で
の
植
栽
も
高
度

な
技
術
や
新
た
な
手
法
は
不
要
で
す
。

一
方
で
、
苗
木
生
産
者
の
減
少
や
高
齢

化
を
考
慮
す
る
と
、
今
後
の
苗
木
生
産

や
供
給
体
制
に
対
し
て
何
ら
か
の
対
策

は
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

５　

適
地
を
選
ば
な
い

　

ア
カ
マ
ツ
は
、
尾
根
筋
だ
け
で
な
く

斜
面
下
部
や
湿
地
な
ど
、
ど
の
よ
う
な

環
境
で
も
生
育
で
き
る
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン

ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
す
（
写
真
10
，
11
）、

肥
沃
な
土
地
で
は
徐
々
に
他
の
樹
種
が

優
勢
と
な
り
、
ア
カ
マ
ツ
は
衰
退
し
て

い
き
ま
す
が
、
決
し
て
肥
沃
な
土
地
に

生
育
で
き
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
ア
カ
マ
ツ
も
肥
沃
な
土
地
の
ほ

う
が
、
旺
盛
な
生
長
を
し
ま
す
。

６　

多
様
性
が
高
い

　

ア
カ
マ
ツ
林
は
樹
冠
が
鬱
閉
し
て
も

林
内
が
明
る
い
で
す
。
そ
の
た
め
下
層

植
生
が
繁
茂
し
や
す
く
、
本
来
は
多
様

性
が
高
い
で
す
。
現
在
は
シ
カ
食
害
に

よ
り
不
嗜
好
性
植
物
が
多
く
な
り
、
種

数
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、
林
内
が
明
る

い
た
め
、
裸
地
化
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

松
枯
れ
被
害
が
拡
大
す
る
以
前
の

（
も
ち
ろ
ん
シ
カ
食
害
も
な
い
）
１
９

９
２
年
の
姫
路
市
太
市
中
に
お
け
る
植

生
調
査
か
ら
、
ア
カ
マ
ツ
林
、
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
林
、
コ
ナ
ラ
林
の
種
数
を
整
理

し
た
も
の
を
（
図
2
）
に
示
し
ま
す
。

ア
カ
マ
ツ
林
は
、
コ
ナ
ラ
林
と
同
程
度

の
種
数
を
有
し
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
林
よ

り
も
多
様
性
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
林
内
の
明
る
さ
は
植
物
だ
け
で
な

費
は
、
ア
カ
マ
ツ
で
は
82
万
円
、
コ
ナ

ラ
で
は
76
万
円
と
な
り
ア
カ
マ
ツ
が
最

も
有
利
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
前
述
の
と
お
り
、
ア
カ
マ
ツ

は
シ
カ
食
害
に
対
す
る
耐
性
か
ら
、
獣

害
防
止
対
策
が
不
要
で
あ
る
た
め
、
経

済
性
の
優
位
は
明
ら
か
で
す
。

　

な
お
、
苗
木
代
だ
け
を
考
慮
す
る
と
、

ク
ロ
マ
ツ
苗
が
70
円
と
最
も
安
価
で
あ

り
、
ア
カ
マ
ツ
苗
よ
り
も
さ
ら
に
経
済

性
は
有
利
で
あ
り
、
海
岸
部
等
な
ど
の

潮
風
の
影
響
の
あ
る
箇
所
は
、
有
効
と

思
わ
れ
ま
す
。

３　

植
栽
後
の
管
理
が
不
要

　

ア
カ
マ
ツ
の
初
期
生
長
は
非
常
に
早

く
、
適
切
に
更
新
さ
せ
る
こ
と
だ
け
が

目
的
で
あ
れ
ば
、
下
刈
り
等
の
保
育
管

理
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
前
述

し
た
よ
う
に
、
特
に
シ
カ
個
体
密
度
の

高
い
地
域
で
は
、
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
や
カ

ラ
ス
ザ
ン
シ
ョ
ウ
な
ど
の
他
の
先
駆
的

植
物
が
シ
カ
食
害
に
よ
り
生
長
を
阻
害

さ
れ
る
中
、
ア
カ
マ
ツ
苗
は
被
圧
さ
れ

る
こ
と
な
く
成
長
し
、
早
期
に
ア
カ
マ

ツ
林
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
で

き
ま
す
。

４　

植
栽
の
実
績
が
あ
る

　

冒
頭
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
過
去

か
ら
ア
カ
マ
ツ
の
植
栽
は
広
く
行
わ
れ

２　

苗
木
が
安
価

　

ア
カ
マ
ツ（
ひ
ょ
う
ご
元
気
松
）、
コ

ナ
ラ
、
ケ
ヤ
キ
の
苗
木
単
価
を（
表
3
）

に
示
し
ま
す
。
ア
カ
マ
ツ
苗
は
74
円
で
、

コ
ナ
ラ
や
ケ
ヤ
キ
の
4
割
以
下
と
非
常

に
安
価
で
す
。
ha
当
り
3
，0
0
0
本

植
栽
す
る
場
合
で
比
較
す
る
と
、
苗
木

代
だ
け
で
、
コ
ナ
ラ
と
は
35
万
円
以
上

の
差
が
出
ま
す
。
植
栽
に
か
か
る
経
費

を
県
の
標
準
単
価
で
満
額
補
填
す
る
と

仮
定
す
る
と
、
苗
木
代
を
除
く
植
栽
経

図２　タイプ別の出現種数 表３　苗木単価と植栽の標準単価

り
ま
す
。
木
造
建
築
の
在
来
工
法
で
は

梁
と
し
て
重
要
な
建
材
で
あ
る
ほ
か
、

杭
や
矢
板
な
ど
の
土
木
資
材
、
陶
芸
窯

の
燃
料
な
ど
、
多
く
の
利
用
価
値
が
あ

り
ま
す
。
収
益
は
期
待
で
き
な
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
高
い
価
値
を
有
し
て

い
ま
す
。

９　

日
本
人
に
な
じ
み
深
い

　

マ
ツ
は
、
松
竹
梅
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
日
本
の
文
化
の
象
徴
で
も
あ
り
、

過
去
か
ら
日
本
人
に
愛
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
近
世
以
前
に
描
か
れ
た
絵
図
や
版

画
に
は
、
背
景
の
多
く
に
マ
ツ
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
明
治
以
降
の
里
山
風
景

を
撮
っ
た
写
真
に
は
荒
廃
し
た
山
地
に

マ
ツ
の
疎
林
が
写
っ
て
い
ま
す
。
マ
ツ

は
日
本
の
原
風
景
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
樹
種
と
い
え
ま
す
。
現
在
で
も
、
キ

ャ
ン
プ
場
や
ゴ
ル
フ
場
、
庭
園
な
ど
で

は
、
景
観
や
快
適
性
か
ら
他
の
樹
種
で

は
代
替
え
で
き
な
い
貴
重
な
樹
種
と
し

て
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

森
林
林
業
基
本
計
画
（
平
成
28
年
5

月
）
で
は
、
現
在
の
育
成
単
層
林
1
，

0
3
0
万
ha
に
つ
い
て
、
参
考
と
し
な

が
ら
も
、
将
来
的
に
は
2/3
の
6
6
0
万

ha
ま
で
誘
導
さ
せ
る
計
画
で
す
。
兵
庫

県
に
お
い
て
も
、
主
伐
再
造
林
の
議
論

の
中
で
現
在
の
22
万
ha
の
人
工
林
に
つ

い
て
、
経
営
に
適
し
た
森
林
以
外
は
環

境
保
全
林
と
し
て
、
針
広
混
交
林
へ
誘

導
し
て
い
く
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、「
針
広
混
交
林
」「
広
葉

樹
林
化
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
、

再
造
林
の
樹
種
と
し
て
、
ア
カ
マ
ツ
が

カ
ヤ
の
外
に
さ
れ
て
い
る
感
が
あ
り
ま

す
。

　

私
は
、
過
去
に
幾
度
か
植
栽
で
失
敗

し
て
き
ま
し
た
。
高
価
な
材
と
い
う
こ

と
で
ヒ
ノ
キ
を
斜
面
下
部
の
肥
沃
な
箇

所
に
ま
で
植
え
、
今
で
は
多
く
の
個
体

が
樹
病
害
に
侵
さ
れ
て
い
ま
す
。
成
長

の
早
い
肥
料
木
と
い
う
こ
と
で
ニ
セ
ア

カ
シ
ア
（
ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ
）
を
植
栽
し

ま
し
た
が
、
浅
根
性
に
よ
る
倒
木
や
ア

レ
ロ
パ
シ
ー
の
害
に
直
面
し
ま
し
た
。

広
葉
樹
林
を
目
指
し
て
コ
ナ
ラ
を
植
栽

し
ま
し
た
が
、
九
州
の
苗
で
あ
っ
た
た

め
、
４
月
初
め
に
は
青
々
と
し
た
新
葉

が
展
開
す
る
よ
う
な
苗
で
し
た
。

　

経
営
に
適
さ
な
い
森
林
の
最
終
目
標

が
自
然
遷
移
に
委
ね
る
天
然
林
で
あ
れ

ば
、
そ
の
再
造
林
樹
種
は
、
管
理
不
要

で
、
安
心
し
て
更
新
で
き
る
樹
種
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
県
内
で

は
ア
カ
マ
ツ
と
考
え
て
い
ま
す
。
非
経

済
林
に
お
け
る
再
造
林
に
は
、
ぜ
ひ
ア

カ
マ
ツ
を
植
え
て
山
に
返
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

ア
カ
マ
ツ
植
栽
地
で
あ
っ
て
も
松
枯
れ

被
害
は
発
生
し
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
被
害
は
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ

キ
リ
の
飛
翔
、
後
食
及
び
産
卵
を
繰
り

返
す
こ
と
で
拡
大
し
て
い
く
の
で
、
幼

齢
林
で
は
被
害
拡
大
の
リ
ス
ク
は
少
な

く
、
樹
高
が
高
く
な
っ
た
林
分
で
被
害

リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
ア

カ
マ
ツ
林
へ
と
適
切
に
更
新
が
行
わ
れ

た
後
に
被
害
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
、
松

枯
れ
被
害
後
に
は
、
多
く
は
コ
ナ
ラ
や

シ
イ
・
カ
シ
が
優
占
す
る
自
然
植
生
に

遷
移
し
、
天
然
林
化
し
て
い
く
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
は
、
シ
カ
不
嗜

好
性
の
樹
種
が
多
い
林
分
へ
と
遷
移
す

る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

 

ま
た
、（
写
真
1
）
の
よ
う
な
ア
カ
マ

ツ
の
母
樹
は
、
少
な
か
ら
ず
松
く
い
虫

被
害
に
抵
抗
性
を
有
し
て
い
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
。
ひ
ょ
う
ご
元
気
松
も
含

め
て
、
こ
れ
ら
の
抵
抗
性
を
有
す
る
個

体
が
増
え
、
世
代
交
代
を
繰
り
返
し
抵

抗
性
遺
伝
子
を
拡
散
す
る
こ
と
で
、
近

い
将
来
す
べ
て
の
ア
カ
マ
ツ
が
抵
抗
性

を
持
ち
、
ア
カ
マ
ツ
林
が
各
地
に
復
活

し
て
い
く
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。

 

８　

利
用
価
値
も
あ
る

　

現
在
で
も
、
全
国
的
に
は
国
産
の
ア

カ
マ
ツ
が
地
松
と
し
て
流
通
し
て
お
り
、

少
量
で
あ
る
も
の
の
一
定
の
需
要
が
あ

く
昆
虫
類
や
多
く
の
生
物
相
の
多
様
度

を
高
め
ま
す
。
ま
た
、
ア
カ
マ
ツ
は
多

く
の
外
生
菌
根
性
菌
類
と
共
生
し
、
菌

類
の
多
様
性
も
高
い
で
す
。

７　

自
然
遷
移
が
期
待
で
き
る

　

県
内
の
ア
カ
マ
ツ
林
は
、
松
く
い
虫

防
除
を
実
施
し
て
い
る
林
分
を
除
き
、

ほ
と
ん
ど
が
松
枯
れ
被
害
に
よ
り
コ
ナ

ラ
を
主
体
と
し
た
林
分
に
遷
移
し
ま
し

た
。
現
在
、
県
内
で
生
産
し
て
い
る
ア

カ
マ
ツ
苗
は
す
べ
て
松
く
い
虫
被
害
に

抵
抗
性
の
あ
る
ひ
ょ
う
ご
元
気
松
で
す

が
、
抵
抗
性
は
100
％
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

森
林
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
試
験
に
よ

る
と
、
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
を
人

工
接
種
し
た
苗
の
２
ヵ
月
後
の
生
存
率

は
60
%
程
度
で
し
た
。
こ
れ
ら
か
ら
、

規格 単価樹種

アカマツ
コナラ
ケヤキ
スギ
クロマツ

※植栽本数3,000本/haで試算
　単価は「令和元年度林業用樹苗標準単価表（兵庫県森林組合連合会）」
　標準単価は「兵庫県農政環境部林務課資料（令和2年度7月1日適用）」
　アカマツは「ひょうご元気松」

参
考

植栽の標準単価
（ha当り）

苗木代
（ha 当り）

植栽に充当できる
経費（ha当り）

［標準単価 - 苗木代］
2年生小
1年生小
1年生小
2年生小
2年生小

74円
193円
193円
95円
70円

222,000円
579,000円
579,000円
285,000円
210,000円

1,039,000円
1,337,000円
1,337,000円
1,028,000円
1,039,000円

817,000円
758,000円
758,000円
743,000円
829,000円

0

スギ・ヒノキ林

46.6

42.4

33.7

10 20 30 40 50
種数
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兵庫の林業　№ 294　2020.10

安全と作業効率を追求し続けるハスクバーナは、
プロが認めるチェンソーの最高峰です。
革新的な技術を融合し、これまで以上の加速と
トルクで他に類のない鋸断能力を発揮します。
新登場550XP-MarkⅡ、ぜひお試しください。

NEW

本当の価値が分かる方へ！

愛　林　興　業　株　式　会　社

■５５０ＸＰ/ＸＰＧ‐ＭａｒｋⅡ

■排気量：50.1㎤
■出　力：2.8KW　　■質　量：5.3/5.5㎏（XPG）

AutoTune
本　社
神崎店
但馬店

姫路市飾磨区恵美酒294-3
神崎郡神河町吉冨1409-2
養父市上野1357

TEL(079)234-8181番㈹
TEL(0790)32-0570番
TEL(079)664-2101番

六甲山の災害展ポータルサイト
トップページとＱＲコード　　

－12－

まもなく狩猟のシーズンです！

◆入山者（林業従事者やハイカー）の皆さんへ
１．山の中へ入られる際は、黄色など明るい色の目立つ服装を心がけてください。
　また、白色のタオルはシカの尾と間違えられやすいので、注意して下さい。
２．土曜日・日曜日・祝日は、狩猟者が集中しますので、特に注意してください。
３．けもの道に仕掛けられたワイヤーロープの「くくりわな」は、非常に危険ですので、
わな設置の看板（標識）がある場所へは近づかないでください。

１．クマが生息しない淡路地域のみ、輪の直径が12㎝を超えるくくりわなを使用して
シカ及びイノシシを捕獲できます。
２．猟銃の使用が禁止されている場所（鳥獣保護区、休猟区、特定猟具使用禁止区域
（銃器）、公道等）では、絶対に銃猟を行わないようにしましょう。
３．銃猟にあたっては、必ず矢先の安全確認をしてください。また、住居が集合してい
る地域（発射地点の周囲半径200メートル以内）等での銃猟や、人、建物、自動車な
ど弾丸が到達するおそれのある方向への銃猟も禁止されています。（法第38条）。
４．「わな」には決められた標識を付け（第三者にはずされない工夫を行ってください）、
見回りを励行しましょう。また、設置の際は地域住民や入山者等へは充分配慮を行っ
てください。
５．他人の土地や森林に立ち入って、自由に狩猟する権利が認められているわけではあ
りませんので、土地所有者等から立ち入りを断られた場合には、狩猟を行わないよう
にしましょう。
６．特に、さく等で囲まれた土地や作物のある土地に立ち入る場合は、土地所有者（占
有者）の承諾を得ることが法律で定められています。
７．また、「国有林野」や「官行造林地」に立ち入る場合には、事前に「入林許可証」
の交付を受けてください。
８．令和３年１月10日から24日までの間、全国一斉に「ガン・カモ調査」が実施され
ますので、カモ猟の自粛をお願いします。
９．法律や狩猟マナーを守り、無理のない、心にゆとりのある狩猟を心がけましょう。

（兵庫県農政環境部環境創造局鳥獣対策課）

まもなく狩猟のシーズンです！

◆狩猟者の皆さんへ

●11月15日から翌年２月15日までの間は、狩猟が解禁となります。
　ただし、シカとイノシシは３月15日まで。（今年ツキノワグマは狩猟できません）
●入山者の皆さんは、目立つ服装や鈴やラジオなど、音の出るものを身につけましょう。
●狩猟者の皆さんは、ルールを遵守し、狩猟事故ゼロをめざしましょう

「
六
甲
山
の
災
害
展
」の
開
催
と
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
開
設　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
庫
県
神
戸
県
民
セ
ン
タ
ー
六
甲
治
山
事
務
所

一　

は
じ
め
に

　
兵
庫
県
で
は
、
例
年
8
月
中
旬
に
、

「
六
甲
山
の
災
害
展
」
を
神
戸
市
内
の

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念 

人
と
防
災

未
来
セ
ン
タ
ー
」
に
て
開
催
し
、
六
甲

山
系
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

「
昭
和
13
年
阪
神
大
水
害
」
や
「
昭
和

42
年
豪
雨
災
害
」、
近
年
発
生
し
た
豪

雨
災
害
等
の
貴
重
な
記
録
を
パ
ネ
ル
や

映
像
に
よ
り
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
土

石
流
の
模
型
実
験
装
置
等
に
よ
り
災
害

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
体
験
で
き
る
展
示
等
を

行
い
、
防
災
・
減
災
対
策
の
普
及
啓
発

活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
令
和
2
年
度
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

パ
ネ
ル
展
示
の
み
の
開
催
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
実
験
装
置
に
よ
る
実
演
等
、

災
害
展
に
関
連
す
る
様
々
な
防
災
情
報

を
多
く
の
県
民
へ
周
知
す
る
た
め
に
、

「
六
甲
山
の
災
害
展
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
」を
開
設
し
、
広
く
情
報
を
発
信
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

二　

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
内
容

　
当
サ
イ
ト
は
、
災
害
展
初
日
の
8
月

12
日
か
ら
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
、

「
六
甲
山
の
災
害
展
と
は
」
や
「
実
験

装
置
に
よ
る
実
演
」、「
六
甲
山
の
災
害

の
記
録
映
像
」、「
六
甲
山
の
災
害
史
等

の
文
献
紹
介
」、「
兵
庫
県
の
Ｃ
Ｇ
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
」
等
の
ほ
か
、「
令
和
2

年
6
月
に
林
業
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
再

度
山
の
紹
介
」
な
ど
９
つ
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
簡
単
に
ア
ク

セ
ス
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

三　

お
わ
り
に

　
今
年
度
「
六
甲
山
の
災
害
展
」
は
、

8
月
12
日
か
ら
23
日
ま
で
開
催
し
、
来

場
者
数
は
例
年
の
二
割
程
度
ま
で
減
少

し
ま
し
た
が
、
新
た
に
公
開
し
た
「
六

甲
山
の
災
害
展
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
に

よ
っ
て
、
災
害
展
終
了
後
も
様
々
な
情

報
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
は
、
防
災
・
減
災
に

関
す
る
研
修
会
や
学
習
等
に
活
用
し
、

防
災
知
識
や
意
識
の
高
揚
に
役
立
て
て

い
く
予
定
で
す
。
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兵庫の林業　№ 294　2020.10

〒650-0012　神戸市中央区北長狭通5丁目5番18号　兵庫県林業会館3階
Tel：078-371-0607　Fax：078-371-7662　　URL：http://www1.odn.ne.jp/hyogomokuren/

緑を育み水をつくる水源林造成事業
分収林方式により、水源林造成事業を進めています
対象地は無立木地など、公益的機能の低下した水源かん養保安林です

〒650-001２　神戸市中央区北長狭通5丁目5番18号
TEL 078（341）4070　 FAX 078（341）4071
HP  https://hyogo-green.net/

公益社団法人　兵庫県緑化推進協会

緑の募金にご協力をお願いします

● 郵便振込（手数料協会負担）
　 専用の払込取扱票をお送りしますので、兵庫県緑化推進協会に
　 直接お問い合わせください。
● 銀行振込（手数料必要）
　 　　口座：三井住友銀行　兵庫県庁出張所
　 　　普通 3198438　公益社団法人　兵庫県緑化推進協会

● 郵便振込（手数料協会負担）
　 専用の払込取扱票をお送りしますので、兵庫県緑化推進協会に
　 直接お問い合わせください。
● 銀行振込（手数料必要）
　 　　口座：三井住友銀行　兵庫県庁出張所
　 　　普通 3198438　公益社団法人　兵庫県緑化推進協会

　いつも緑の募金にご協力いただき、ありがとうございます。
　緑の募金は、地域の緑化活動やボランティア団体が行う森林整備への助成などに活用しています。
　ご協力いただける場合は、次の方法により、よろしくお願いします。

国立研究開発法人森林研究・整備機構
森林整備センター近畿北陸整備局

TEL(078)362-5800
FAX(078)362-5802

TEL(078)351-3341兵庫県水源林造林協議会
神戸水源林整備事務所

〒650-0012　神戸市中央区北長狭通5丁目5番 18 号
　　　　　　　　　　（兵庫県林業会館内）

　当会では、公共施設や公共土木の工事、地域型住宅グ
リーン化事業、「ひょうごの木の家」設計支援事業等で
使用される兵庫県産木材の証明、兵庫県産木材利用木造
住宅特別融資制度の申請に必要な県産木材（ひょうご県
産認証木材製品）使用住宅証明書の発行を行っています。
　兵庫県産木材は、当会に設置している県産木材供給部
会の部会員が積極的に供給しております。
　詳しくは、当会のホームページをご覧ください。

　当会では、公共施設や公共土木の工事、地域型住宅グ
リーン化事業、「ひょうごの木の家」設計支援事業等で
使用される兵庫県産木材の証明、兵庫県産木材利用木造
住宅特別融資制度の申請に必要な県産木材（ひょうご県
産認証木材製品）使用住宅証明書の発行を行っています。
　兵庫県産木材は、当会に設置している県産木材供給部
会の部会員が積極的に供給しております。
　詳しくは、当会のホームページをご覧ください。

兵 庫 県 木 材 業 協 同 組 合 連 合 会

ふるさとの木｢兵庫県産木材｣おすすめしますふるさとの木｢兵庫県産木材｣おすすめします

ご寄附の方法

検索兵庫県緑化推進協会

講習を受けて、正しい使い方を学びましょう！
チェーンソー・刈払機の安全講習のご案内

林業･木材製造業労働災害防止協会　兵庫県支部

チ ンソ 刈払機の安全講習のご案内
自己流で使っていませんか？自己流で使っていませんか？

中はりま森林組合
会議室　他

（神崎郡神河町寺前）

チェーンソー（大径木等伐木）
作業従事者特別教育（新課程）

2020.11.13(予定)
中はりま森林組合
会議室　他

（神崎郡神河町寺前）

2020.11.17～19(予定)

2021.3.2～4(予定)

刈払機取扱作業者
安全衛生教育

̶　営業品目　̶

E-mail:info@greenkousan.co.jp
URL http://www.greenkousan.co.jp

̶　営業品目　̶

E-mail:info@greenkousan.co.jp
URL http://www.greenkousan.co.jp

森林部門 ・・・・・素材生産・森林整備・危険木伐採
土木部門 ・・・・・公共土木・一般土木工事
緑化部門 ・・・・・公共緑化工事・一般造園工事
建築部門 ・・・・・新築・リフォーム・エクステリア工事

森林部門 ・・・・・素材生産・森林整備・危険木伐採
土木部門 ・・・・・公共土木・一般土木工事
緑化部門 ・・・・・公共緑化工事・一般造園工事
建築部門 ・・・・・新築・リフォーム・エクステリア工事

土・木・緑・そして人
　とりもどそう　人にやさしい環境

〒671-4141
兵庫県宍粟市一宮町東河内1003
TEL 0790(72)1553 FAX 0790(72)2327

〒671-4141
兵庫県宍粟市一宮町東河内1003
TEL 0790(72)1553 FAX 0790(72)2327

株式会社
グリーン興産
株式会社
グリーン興産

災害のない安全で安心な社会
　　●治山、林道、造林事業の推進
　　●山地防災・土砂災害対策計画

一般社団法人　兵庫県治山林道協会

HP　兵庫県治山林道協会

〒650-0012　神戸市中央区北長狭通5丁目5-18
TEL:078-371-0210　FAX:078-371-6632

※新型コロナウイルス感染症等の拡大防止により、延期または中止となる場合があります

本　社　兵庫県宍粟市山崎町　船元250-1
　　　　　Ｔｅｌ ( 0 7 9 0 ) 6 3 ‒ 1 3 7 7
　　　　　Ｆａｘ ( 0 7 9 0 ) 6 3 ‒ 1 3 9 8
営業所 兵庫県姫路市夢前町莇野1078‒3
　　　　　Ｔｅｌ ( 0 7 9 ) 3 3 6 ‒ 1 4 1 8

国土交通省登録第24891号
県知事許可（般-27）第461481号

株式
会社 石原測量コンサルタント
は経験と実績のある

ひょうご森づくりサポートセンターひょうご森づくりサポートセンター

兵庫県森林組合連合会
Hyogo Prefectural Federations of Forest Owners Cooperative Associations

あなたの町の森づくり・木材利用・木育をサポートします。

森林環境譲与税や森林経営管理法に関すること、県産材や地域産材の
利活用に関することなど、何でもお気軽にご相談下さい。

■神戸市中央区北長狭通5-5-18 ひょうご森づくりサポートセンター
森 林 整 備：☎ 078-381-5425（兵庫県森林組合連合会内）
木材利用等：☎ 078-371-0607（兵庫県木材業協同組合連合会内）
URL：www.hyogomori.jp/sc

のの

法造くん
のりぞう

森林整備・造園・法面・土木・設計施工管理
緑と笑顔が私たちの基本です　　

豊岡本社　〒688-0051　兵庫県豊岡市九日市上町846 - 1
　　　　　TEL（0796）23-5611　FAX（0796）22-4529
　　　　　URL［http://fuukouen.com］  E-mail［seifuu@skyblue.ocn.ne.jp］

•姫 路 本 店

•神戸営業所



イブキの樹形

幹の真正面　樹皮は無い 木の右側から撮影　傾斜45度

正面の天神川の石橋から撮影

兵
庫
の
林
業　
第
二
九
四
号

西
脇
市
野
村
町
四
七
一

電
話
〇
七
九
五
―
二
二
―
三
二
二
六

一
般
社
団
法
人

兵
庫
県
林
業
会
議
発
行

ウ
ニ
ス
ガ
印
刷
株
式
会
社

　

県
指
定
文
化
財
河
上
神
社
の
イ
ブ
キ
の

標
識
板
に
は
、
主
幹
は
本
殿
側
に
傾
向
し
、

枝
の
一
本
は
垂
下
し
、
他
の
一
本
は
表
皮

が
は
が
れ
白
骨
化
し
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

横
か
ら
眺
め
れ
ば
樹
体
が
45
度
の
角
度

で
本
殿
側
に
傾
き
、
先
端
は
枯
れ
枝
が
鋭

く
突
き
刺
さ
る
よ
う
な
姿
で
、
垂
下
枝
は

下
向
き
に
垂
れ
て
い
る
よ
う
な
姿
で
あ
る
。

樹
齢
五
〇
〇
年
の
幹
の
表
面
の
樹
皮
は
全

く
無
く
、
両
サ
イ
ド
に
あ
る
樹
皮
下
だ
け

で
生
き
て
い
る
イ
ブ
キ
で
あ
る
。

　

傍
ら
の
黒
石
碑
の
文
面
に
は
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
こ
の
木
俗
に
「
い
ぶ
き
」
の
木
と
言

う
。
曽
て
菅
公
太
宰
府
に
御
下
向
の
途
、

此
の
地
に
御
寄
遊
あ
り
し
際
御
自
ら
植
え

給
う
と
伝
う
、
享
保
二
年
拝
殿
に
修
理
を

加
え
ん
と
阿
波
太
守
よ
り
普
請
奉
行
を
差

遣
わ
さ
れ
し
折
こ
の
木
屋
根
に
生
い
掛
り

た
れ
ば
奉
行
具
申
し
て
こ
の
神
木
を
伐
り

除
か
ん
と
決
し
て
旅
宿
に
引
き
取
り
た
り
。

然
る
に
翌
日
に
到
り
見
れ
ば
木
自
ら
起
き

て
一
メ
ー
ト
ル
屋
根
よ
り
離
れ
た
り　

何

れ
も
驚
き
神
慮
を
尊
み
合
え
り
と
言
ふ
、

其
の
後
元
久
三
年
火
災
に
罹
り
全
く
燒
失

せ
ん
と
せ
し
も
再
び
芽
を
吹
き
出
し
以
来

繁
茂
し
て
正
し
く
「
息
吹
」
の
名
に
相
應

し
く
御
神
霊
の
御
愛
樹
と
尊
み
敬
い
し
こ

と
厚
し
こ
こ
に
此
の
御
神
木
の
由
来
を
記

し
て
後
世
に
伝
う
。」

　

兵
庫
県
内
に
は
、
県
指
定
天
然
記
念
物

の
イ
ブ
キ
が
他
に
も
２
本
存
在
す
る
。

　

一
つ
は
法
雲
寺
の
ビ
ャ
ク
シ
ン
（
上
郡

町
）
で
、
幹
周
囲
は
日
本
最
大
と
言
わ
れ

て
い
る
。
ビ
ャ
ク
シ
ン
は
イ
ブ
キ
の
別
名

で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
善
光
寺
の
大
イ
ブ
キ

（
多
可
町
中
区
）
で
あ
る
。
戦
国
時
代
末

期
の
天
正
年
間
、
明
智
光
秀
が
善
光
寺
を

攻
め
た
際
、
薬
師
堂
に
火
が
放
た
れ
た
。

し
か
し
、
薬
師
如
来
像
は
少
し
も
燃
え
ず
、

怒
っ
た
光
秀
が
持
っ
て
い
た
杖
を
そ
の
前

に
突
き
立
て
た
と
こ
ろ
、
そ
の
杖
が
イ
ブ

キ
の
木
に
な
っ
た
と
い
う
伝
説
が
残
っ
て

い
る
。

　

同
じ
イ
ブ
キ
で
県
指
定
の
天
然
記
念
物

が
３
本
も
あ
り
、
そ
の
歴
史
的
背
景
に
は

面
白
い
も
の
が
あ
る
。
機
会
が
あ
れ
ば
是

非
一
度
巨
樹
イ
ブ
キ
を
探
索
し
て
頂
き
た

い
。

　
　
　
　

樹
木
医　
　
　
　
　

橋
本
光
政

　
　
　
　

樹
木
医　
　
　
　
　

宮
田
和
男

　
　
　
　

樹
木
医　
　
　
　
　

塩
見
晋
一

【
幹
周
334
㎝
樹
高
16
・
5
ｍ
】

 

今
回
紹
介
す
る
イ
ブ
キ
は
洲
本
市
五
色

町
鮎
原
南
谷
562
の
河
上
神
社
境
内
に
あ
る
。

　

平
成
三
年
三
月
二
〇
日
兵
庫
県
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
た
。
推
定
樹
齢
約
五
〇

〇
年
と
さ
れ
る
。

　

神
門
を
く
ぐ
る
と
天
神
川
に
架
か
る
石

橋
が
あ
り
、
石
橋
か
ら
神
社
を
眺
め
れ
ば

鳥
居
と
社
殿
の
間
の
参
道
の
左
に
樹
冠
は

緑
の
葉
を
付
け
、
一
枝
が
参
道
の
上
に
伸

び
参
拝
者
の
頭
を
な
で
る
よ
う
な
形
に
な

る
。
幹
は
白
骨
化
し
た
か
の
よ
う
な
様
相

を
呈
し
、
イ
ブ
キ
を
鳥
居
の
奥
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

兵
庫
の
巨
樹
・
巨
木
(35)

神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
五
―
五
―
十
八
（
兵
庫
県
林
業
会
館
内
）

電
話
〇
七
八
―
三
五
一
―
三
三
四
一

38
河
上
神
社
の
イ
ブ
キ

　

来
た
る
11
月
27
日（
金
）13
時
30
分
か
ら
ラ

ッ
セ
ホ
ー
ル（
神
戸
市
中
央
区
）に
て
、
兵
庫

県
林
業
団
体
主
催
の
「
災
害
に
強
い
森
づ
く

り
推
進
大
会
」
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。


